看護職員離職者実態調査・

未就業看護職員実態把握調査結果

Ⅰ．調査目的
　離職した看護職員の，①離職理由，②勤務状況，③再就業の条件を分析し，看護職員が専門職としての知識，技術を活かして働き続けることの出来る，環境づくりに向けた看護職員確保対策をすすめるための基礎資料とする．
Ⅱ．調査期間
　平成１7年？月？？日～？月？？日
Ⅲ．調査対象
　平成１５(2003)年１１月１日～平成１６(2004)年１０月３１日（１年間）の間に離職した看護職員１，６６６人．（県下病院数１８６のうち，回答は１８１施設．９７．３％の施設に相当）
Ⅳ．調査方法
　所定の調査票を本人宛に直接郵送し，無記名記入後，返送してもらった． 

Ⅴ．調査結果
１　アンケート配布・回収状況
	　  調査対象　　　　
	１，６６６人
　  　５４
	名簿対象者総数
内住所不明数

	【配布】
　　アンケート配布数
　　　住所不明数　
      残　対象人数　
	１，６１２人
　　　５４
１，５５８　
	発送数
未配達返送数
有効発送数

	 【回収】   回収数
            回収率
	    ７７３人
  ４９．６％
	=773÷1558

	参
考
	対配布　回収数
　　　　回収率　
	    ８２７人
  ５１．３％
	=773+54 住所不明等含む
=827÷1612

	参
考
	対名簿　回収数　
　　　　回収率　
	　　８８１人
　５２．９％
	=827+54 名簿不明含む
=881÷1666


なお，今回の調査では，７７３人から回答が得られ，回答率も前回の約４０％から向上した．このため，今回の調査は順調に実施されたといえる．

２　調査対象者の状況
　１）住所別状況
	
	計
	％
	　　県内在住者が全体の84％を占めており，前回とほぼ同様の結果であった．



	
	 773
	100.00
	

	岡山県内
岡山県外
無 回 答
	 649
123
   1
	 83.96
 15.91
  0.13
	


　２）年　齢
	
	計
	％
	　
  　退職者の40%が２０歳代であり，次いで３０歳代の24％が続く．
  　退職者の63％は２０～３９歳で占められている．この割合は前回調査と同様の傾向にある．

	
	 773
	100.00
	

	２０歳未満
２０～２９
３０～３９
４０～４９
５０～５９
６０歳以上
無 回 答
	   3
 306
 182
  100
  111
  71
   0
	  0.39
 39.59
 23.54
 12.94
 14.36
 9.18
  0.00
	


３）性　別
	
	計
	％
	　　前回調査では，男性割合が1％程度であったが，今回の調査では約3％に増加した．今後，男性の回答者割合も増加すると考えられる．



	
	 773
	100.00
	

	男　性
女　性
無 回 答
	21

752

0
	2.72

97.28

0.00
	


４）配偶関係

	
	計
	％
	既婚者は65％である．


	
	 773
	100.00
	

	未　婚　
既　婚　
離・死別
無回答　
	206
 499
  50
   18
	 26.65
 64.55
  6.47
  2.33
	


５）家族の状況
（１）子供の有無
	
	計
	％
	  全体の57％が子供を持っている．
　前回に比べ約4ポイント下降した．



	
	 773
	100.00
	

	子供　有
子供　無
無回答
	 437
 323
  13
	 56.53
 41.79
  1.68
	


（１）－２　一番下の子供の状況
	
	計
	％
	　44％の人が未就学児を持っている．
　小学生以下は55％を占めている．

　

	
	 437
	100.00
	

	未就学児
小学生
中学生以上

無回答
	 193
  49
 180
15
	 44.20
11.21

 41.19
 3.43
	


（２）家族に介護要する人の有無

	
	計
	％

	
	773
	100.00

	ある
ない
無回答
	78
640
55
	10.09
　82.79
7.12


（２）－２要介護者の続柄（複数回答）
	
	計
	％
	　要介護者ありと回答した78人から，合計

74人の続柄が回答された．

親戚などその他が内訳の15％に増加した．

　

	
	 74
	100.00
	

	父母

祖父母

子供

配偶者

その他
	42

 18

 0

3

11
	 56.77
24.32
0.00

4.05
14.86
	


３　離職時の状況について
1） 退職時の職種
	
	計
	％
	74％が看護師であり，

22％が准看護師である．

	
	773
	100.00
	

	保健師
助産師
看護師
准看護師
無回答
	   6
19
 569
  168   11
	  0.78
2.46
 73.61
 21.73
  1.42
	


２）退職時の雇用形態

	
	計
	％
	　89％が正規職員である．

	
	 773
	100.00
	

	正規職員
臨時職員
その他　
無回答　
	 688
  52
  23
  10
	 89.00
  6.73
  2.98
  1.29
	


３）退職時の勤務形態

	
	計
	％
	　三交代勤務が54％であり，
  日勤のみは25％である．

	
	773
	100.00
	

	日勤のみ
三交代制
二交代制
パート
無回答
	 194
 418
 102
 53
   6
	 25.10
 54.07
13.20
  6.86
  0.77
	


４）通算勤務年数
	
	計
	％

	平均11.7年
	 773
	100.00

	１年未満　
１～３　　
４～６　　
７～９　　
１０～１４
１５～１９
２０年以上
無回答　
	  31
120
 159
  94
  104
  66
 192
  7
	  4.01
 15.52
 20.57
 12.16
 13.45
  8.54
 24.84
  0.91


５）今回退職した施設での勤務年数

	平均8.0年
	 773
	100.00
	　加重平均は8.0年であった．

	１年未満　
１～３　　
４～６　　
７～９　　
１０～１４
１５～１９
２０年以上
無回答　
	  119
 200
 143
 83
  70
  40
 111
   7
	 15.39
 25.87
 18.50
 10.74
  9.06
  5.17
 14.36
  0.91
	


６）今回までの退職施設数
	
	計
	％
	　加重平均は2.2回である
約半数が１ヶ所以上の

退職を経験している

	
	 773
	100.00
	

	１ヶ所目
２　　
３　　
４　
５
６～９
10以上
無回答　
	 335
 177
 124
  58
  35
  27
   0
  17
	 43.34
 22.90
 16.04
7.50
4.53
3.49
0.00
  2.20
	


　７）最終職場での退職理由（5つまでの複数回答）
	
	計
	％
	
	
	計
	％

	
	2175
	 100.00
	
	
	2175
	100.00

	結婚　　　　　　
妊娠・出産・育児

進学
健康上の理由　　
定年退職　　　　
契約期間の満了　
家族の介護

配偶者の転勤

通勤時間が長い

労働時間が長い
	 107
169
23
177
55
23
45
40
103

186
	4.92
⑤7.77
1.06
④8.14
2.53
1.06
2.07
1.84
4.74
③8.55
	
	院内保育施設が

ない

給料・賃金が安い

休みが少ない

福利厚生が悪い
研修・教育体制が

　不十分

仕事内容が不満

仕事に自信持てない
人間関係

他分野への興味

その他　　
	42
124
117
49
64
210
119
264
126
132
	1.93
5.70
5.38
2.25
2.94
②9.66
5.47

①12.14
5.79
　6.06


　のべ回答数は2,175であり773名中，平均2.8個の理由を挙げている．第１位の「人間関係」は，12％で過去６回連続して第１位を占めている．次いで「結婚，妊娠・出産，育児」を小計した，13％であった．その他に，「仕事内容が不満」，「労働時間が長い」，「健康上の理由」などが各々７～９％付近を占めている．人間関係という理由は今回特に多く見られる理由の一つである．「給料・賃金が安い」や「休みが少ない」，「仕事に自信持てない」，「他分野への興味」などが5％台で続き，職場内における労働条件，処遇また業務上の不満などが原因として挙げられている．

７）－１　結婚，妊娠・出産，育児

　　の理由で退職した人の具体的理由　のべ回答数276人（複数回答）
	
	計
	％
	　結婚，妊娠・出産，育児を理由に退職した人は，のべ276人であった．
具体的理由の上位を占めるのは，

業務がきつい　　　　17.0
子供の世話をしてくれ

る人いない　　　　　15.5

通勤時間がかかる　　13.0

  子供は自分で育てたい12.5
　家事との両立自信ない12.5

などであった． 

	
	 506
	100.00
	

	配偶者の理解ない
家事両立自信ない　
自分の健康管理　　
業務がきつい　　　
検診等休暇とれない
子供の世話をして
　　くれる人いない
通勤時間がかかる　
自分の子供は自分
  で育てたい　　　

夜間の保育施設ない
その他　　　　　　
	  7
  63
  28
  86
  19
  78
  66
  63
45
51
	   1.38
12.45
  5.53
17.00
 3.75
15.42
  13.04
  12.45
 8.89
10.09
	


７）－２　家族の介護を理由に退職した人の具体的理由45人（複数回答）
	
	計
	％

	
	  59
	100.00

	自分で介護したい
他に介護者いない
預ける施設ない　

家族の協力ない　
その他
	 24
 23
  5
  3
 4
	40.68
38.98
8.47
5.09
6.78


　退職者の中に，家族の要介護者がいる人は78人であり，全体の10％に当たる．この中で，45人が家族の介護を理由として挙げている（58％）．要介護者がいる割合は年々増加しており，介護負担が退職と関連している傾向にある．家事・育児とともに介護に対する援助が求められる．
７）－３　給料，賃金が不満で退職した人　124人
　（１）職種別                                          

	
	計
	％
	給料，賃金が不満で退職した人は，

全体の16％に相当する．

（前回は15％）

	
	124
	100.00
	

	保健師

助産師

看護師
准看護師

無回答
	　1
2

 90
 29
2
	0.81
 1.61
 72.58
23.39
1.61
	


（２）年齢別

	
	計
	％
	　給与面の不満で退職した人は，

２０～４０歳代が多く，

不満者の82％を占める．

	
	124
	100.00
	

	２０～２９
３０～３９
４０～４９
５０～５９
６０歳以上
	39
　39
　 24
   12
　 10
	 31.45
 31.45
 19.35
 9.69
  8.06
	


（３）通算勤務年数
	
	計
	％
	  　通算勤務年数別では，前回に比べ６年未満の割合が増加した．また２０年以上も２ポイント増加した．


	
	  124
	100.00
	

	１年未満　
１～３以下
４～６　　
７～９　　
１０～１４
１５～１９
２０年以上
	　 4
　17
　23
　 15
　25
　 11
   29
	  3.23
 13.71
 18.55
 12.10
 20.16
 8.87
 23.38
	


　（４）もらっていた給与（月給，日給，時給）

        給料，賃金が不満で退職した人124人のうち102人（無回答22人）
	月給　万円
以上　未満
	計
	％
	日給円
	 計
	  ％
	時給円
	 計
	  ％

	
	92
	100.00
	
	 3
	100.00
	
	 7
	100.00

	１０～１５
１５～２０
２０～２５
２５～３０
３０以上
	 12
34
37
 4
5
	 13.04
 36.96
 40.22
  4.35
  5.43
	6,000

8,000

10,000


	 1
1

1


	33.33
33.33

33.34
	 900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400
	  2
  1
2
0
1

1
	 28.57
14.29
28.56
0.00
14.29
14.29

	　　　　 平均197,600円
	　　 平均8,300円
	平均1,100円


７）－４　仕事内容が不満で退職した人の具体的理由 210人（複数回答）
	
	計
	％
	仕事内容が不満で退職した人は，210人であり全体の27％に相当する．認識低い＋仕事が認められない理由の小計は43％であり，前回よりも６ポイント上昇した．

	
	294
	100.00
	

	業務以外の仕事多い
仕事が認められない
業務への認識低い　
その他　　　　　　
	　120
  57
　69
　48
	 40.81
 19.39
 23.47
 16.33
	


７）－５　人間関係で退職した人 264人

　うまくいかなかった相手（複数回答）
	
	計
	％
	  　うまくいかなかった相手は，上司が最も多く46％を占め，前回に比べ６ポイント上昇した．
　　同僚は27％．医師は17％で前回とほぼ同じ程度である．

	
	 407
	100.00
	

	上司　　　　　　
同僚　　　　　　
医師　　　　　　
他の専門職　　　
一般職員　　　　
患者やその家族
	　187
109
　68
　 18
　14
　 11
	 45.95
 26.78
 16.71
  4.42
  3.44
  2.70
	


４　現在の状況について
１）看護職として再就業の有無
	
	計
	％
	  看護職として再就業している人は，全体の49％であり，前回から10ポイント上昇した．



	
	 773
	100.00
	

	再就業している

就業していない
無回答
	378
384
11
	48.90
49.68
1.42
	


１）－２　看護職として再就業している人の職種
	
	計
	％
	　就業している人の職種は
    　看護師が76％(前回+4ﾎﾟｲﾝﾄ)
    准看護師が18％(前回-1ﾎﾟｲﾝﾄ）
　であった．

	
	 378
	100.00
	

	保健師
助産師
看護師
准看護師
無回答
	  10
  11

 288
  68
  1
	　2.65
　2.91
 76.19
 17.99
 0.26
	


１）－３　看護職として再就業している人の雇用形態
	
	計
	％
	  　再就業者の69％が正規職員として就業している．前回よりも４ポイント上昇し，その他が減少した．


	
	378
	100.00
	

	正規職員
臨時職員

その他
無回答
	 262
 73
16
27
	 69.32
19.31
 4.23
  7.14
	


２）看護職として就業していない理由（複数回答）
　　　384人（就業していない人）
	
	計
	％
	　　働いていない理由の１位は，適当な職場がない26％であり，次いで子供・孫の世話23％である．
　　この２つの理由により未就業理由の約半数を占めている．

	
	 656
	100.00
	

	子供・孫の世話　
介護必要な人いる
健康に自信ない　
家族の協力ない　
適当な職場ない　

進学　　　　　　
高齢のため　　　
働く意志がない　
その他　　　　　
	 150
  24
  82
   27
 170
  15
  36
  59
  93
	 22.87
  3.66
 12.50
  4.12
 25.90
  2.29
  5.49
 8.99
 14.18
	


５　再就業にむけて
2） 今後看護職として再就職希望の有無

	
	計
	％
	現在，再就業していない者のう　ち，59％が再就業を希望してお　　り，就業したくない者は11％にと　どまっている．

	
	 228
	100.00
	

	就業したい
わからない　　
再就業したくない
無回答
	228

94

44

18
	59.37

 24.48

 11.46

4.69
	


３）－２　再就職の希望時期　228人

	
	計
	％
	　　再就業の時期については，すぐ　に希望する者が27％と，１～３年　としばらくあいだを空けたいとす　る者が39％に分かれている．

 

	
	 228
	100.00
	

	３ヶ月以内
６ヶ月以内
１年以内　
１～３年　
無回答　
	  61

  25

  36

 90

  16
	26.75
 10.96

 15.79

39.47

7.03
	


４）再就業のための条件　322人（再就業したい＋わからない）
　（１）希望する条件（３つまでの複数回答）
	
	計
	％
	　再就業の条件は
　　１．通勤に便利　　　18％
２．夜勤当直ない　　16
　  ３．明るい職場環境　14
    ４．育児の施設・制度13
　の順に続いている．　
  　多くの人が複数の選択肢を選んでおり，３つまでの複数回答で，１人平均2.7個を選んでいる．

	
	874
	100.00
	

	育児の施設・制度
子供を世話する人
通勤に便利　　　
明るい職場環境　
給料よい　　　　
年休とりやすい　
介護休暇ある　　
能力活かせる　　
看護業務が確立　
教育・研修制度　
夜勤・当直ない　
家族の協力　　　
その他　　　　　
	 116
  34
 158
 121
60
 93
 6
  31
 43
 30
  138
27
 17
	 13.27
  3.89
 18.08
 13.84
 6.86
 10.64
  0.69
  3.55
  4.92
  3.43
  15.79
  3.09
  1.95
	


５）育児施設や制度についての諸条件

５）－１施設内保育の希望内容　５）－２施設外保育の希望内容
	
	計
	％
	
	
	計
	％

	
	 116
	100.00
	
	
	 116
	100.00

	昼間
延長保育
病児保育
休日保育
２４時間保育
	　25
　22
　30
  2
　37
	 21.55
 18.97
 25.86
 1.72
 31.90
	
	昼間　　
延長保育
病児保育
休日保育
２４時間保育
	　13
　45
　21
  9

　28
	 11.20
 38.80
 18.10
 7.76
 24.14


　施設内保育では２４時間保育を望む割合が最も高く，施設外では延長保育となっている．施設内・施設外ともに病時保育への要望が高く，日常的な保育体制とともに緊急時への対応が求められている．いずれも変則的，臨時的な勤務や家庭状況に柔軟に対応する保育制度を求めている．

５）－３　必要な育児休業期間

	平均1.91年
	計
	％
	 　育児休業期間としては，加重平均で約２年程度を希望しており，２年以上を求める割合は全体の88％を占めている．

	
	 116
	100.00
	

	３年以上

３年

２年

１年

半年

産後８週間

無回答
	 6
  30
  34
  40
  3

  0
3
	 5.17
 25.86
 29.31
 34.48
  2.59
  0.00
2.59
	


６）希望する職場　543人（２つまで複数回答）
	
	計
	％
	病院，診療所を希望する人は64％ある．前回とほぼ同様である．その他に，福祉関係が15％，訪問看護ステーションが7％と続いている．

	
	 984
	100.00
	

	病院
診療所
福祉関係施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
看護教育機関
行政
会社・事務所
その他　
	 361
 265
 149
  72
  18
  54
  44
  21
	 36.69
 26.93
 15.14
  7.32
  1.83
  5.49
  4.47
  2.13
	


６　ナースステーションについて
１）ナースセンター知っているか
	
	計
	％
	　
　　知っている人は71％にとどまっている．この値は前回よりも３ポイント減少している．


	
	 773
	100.00
	

	はい
いいえ
無回答
	 545
 211
  17
	 70.50
 27.30
  2.20
	


２）ナースセンターへの登録について（知っている545人）
	
	計
	％
	　　すでに登録している者が32%，今後の登録希望者も35%存在している．

	
	545
	100.00
	

	登録している
今後登録したい
登録したくない
無回答
	 172
191
 170
 12
	 31.56
 35.05
31.19
 2.20
	


３）ナースセンターへの登録について（知らない人＋無回答228人）
	
	計
	％
	知らない場合でも，47％が登録を希望している．

	
	 228
	100.00
	

	登録したい
登録したくない

無回答
	  108
  119
1
	 47.37
 52.19
0.44
	


３）－２対象者全体に見るナースセンターの認知

	
	計
	％
	離退職者全体で見ると，登録者は22％（前回比５ポイント減）に過ぎない．

	
	773
	100.00
	

	登録している
今後登録したい
登録したくない
無回答
	 172
296
287
 18
	 22.25
 38.29
37.13
 2.33
	


４）ナースセンターについてより知りたいか
	
	計
	％
	　　離退職者全体の59％が，ナースセンターについてより知りたいと答えており，離退職者に対する情報提供の充実が求められている．



	
	 773
	100.00
	

	知りたい
いいえ　

無回答　
	 459
 237
  77
	 59.37
 30.67
 9.96
	


　ナースセンターについては，全体の２２％しか登録しておらず，より知りたいとする者は５９％に上る．このことからも，ナースセンターへの周知や理解のための広報活動をさらに強化しなければならない．
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